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【報告内容】
• この委員会の位置づけ（重層的支援体制整備事業
の実施計画に記載の会議フロー）

• 重層的支援のチーム会議（A)、多機関協働支援会
議（B)、多機関協働推進委員相（ｃ）の相互関連

【委員からの意見】
• A、B、Cの会議が循環構造となっていて、相互に
結びついているのは芦屋市の特徴。

• 「多機関協働推進委員会」の議論は「福祉のまち
づくり委員会」でも共有された方が良い。

• 関係機関を巻き込むことの大変さや、関係機関に
重層的支援体制整備事業がどの程度浸透してきた
のか等、運営課題として見えてきたものがあれば
共有したい。

【報告内容】
• 生活困窮者支援の多機関連携と、就労・社会参
加支援の一体的実施の進捗と課題

【委員からの意見】
• 元々は生活困窮の方を対象に支援を考えてきた
ところからプラスして、社会との関わりに悩み
を持つ人も含めて、様々な人を支援できるよう
に枠組みを広げてきたものが社会参加推進事業

• 「標準的な時間・空間・秩序・身体感覚」から
のずれが困窮の本質。表面的な行動の背景にあ
る「信頼感の欠如」に注目。就労と社会参加の
間に柔軟な行き来ができる支援体制が必要

• 「アセスメント＝標準に近づける」ではなく、
「本人の暮らしの実現」を軸に再構築。

【報告内容】
• 重層的支援体制整備事業実施計画の改編（社会参加支援の推進
とプラットフォーム形成を強化、支援者支援の新設）

• 相談事例の中に「さみしい」という主訴が多く、社会的孤立や
役割・活躍の場を求めるニーズが背景にあると分析。「さみし
い」をテーマにした事例検討や研修を実施し、参加支援の視点
を浸透させる取り組みを強化。

【委員からの意見】
• 高齢者の万引きが「さみしさ」に起因している可能性を指摘。
• 予防的な地域のつながりが重要。「死にたい」という相談と
「さみしい」は類似性がある。

• 「さみしい」と言える人はまだ支援につながっているが、言え
ない人へのアプローチが課題。

• 障がい分野でも「さみしい」事例が多く、視点が広がっている。
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随時型取扱い事例を報告し
共通課題を検討

多機関の人との交流できたことが良かっ
たという声多数。重層的理解促進には
「多機関間交流」が鍵を握るのでは。

R５年度はケースに寄りすぎ
ていたので、より地域づく
りを意識した議論が必要

多機関に参加支援（社会
的孤立）に対する意識を
高めていけると良い
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参加支援に焦点を当
てるべく、参加者同
士で「社会的孤立事
例」を出し合う

多機関協働支援会議のメンバー
だけでなく、広く関係者に社会
的孤立への関心を高める

研修① 研修②
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参加支援を考えるとき、地
域住民の視点とかかわりが
必要不可欠

研修参加者からの相談
事例に基づいた多機関
協働支援会議開催

多機関協働支援会議開催後の
事例モニタリングやフォロ
アップ体制構築が課題
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